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News 最新のお知らせ

旅するように働く

ソーシャルビジネス講座

日 時：2019 年 10 月 18 日 ( 金 ) 18:30～20:30 （開場 18:15~）
定 員：先着 30 名 ※定員に達した場合はキャンセル待ちとなります。
費 用：500 円 

～ひとつの雇用に縛られない働き方～

兼業、副業、複業など、特定の雇用に縛られない働き方が浸透してきています。民間の企業で身につけたスキルに
磨きをかけ、被災地支援やNPOでの活動をしながらキャリアを積み、現在はフリーランスで｢旅するように働く｣
宮本裕子さんにお話を伺い、ライフスタイルにあった多様な働き方を見つけます。

講師：宮本裕子氏

オランタ とつながるアートワークショッフ

オランダ在住の日本人アーティスト嶋野ゴロー氏とインターネット中継をしながら行う、
みつろうクレヨンを使ったワークショップです。みつろうクレヨンで画用紙を
ぬりつぶし、その上を削りながら描くスクラッチング手法。
今回はゴロー氏の指導によるモチーフを目立たせる工夫などもお教えします。 逗子のみなさん

開催日　 2019 年 10 月 19 日（土）

時　間　①11:30 ～ 12:30（受付 11:15 ～）　②14:00 ～ 15:30　（受付 13:45 ～）

定　員　① 小学生 10 人＋保護者（先着）　　   ②中学生以上 20 人（先着）

※定員に達した場合はキャンセル待ちとなります。

料　金　1 キット 1000 円

持ち物　シャープペンシル・カッターナイフなど削る道具

講　師　嶋野ゴローさん、長峰 宏治さん（CAMWACCA）

お申込み受付 10 月 2日（水） 9:00 から市民交流センター窓口および電話・FAX・メールで受付
お問合せ TEL：046-872-3001 FAX：046-872-3003 　 E-MAIL：ac-center@zushi-psc.org

各講座の
お申込み・お問合せ

オランダのゴローさん



「逗子トモイクフェスティバル」の展示企画者を募集いたします。詳細は以下のとおりです。
内容をご確認の上別紙申込書に必要事項をご記入の上、ご応募ください。
■逗子トモイクフェスティバルとは…

共育をキーワードに、世代を超えた地域コミュニティーの活性化と、地域間交流を
通じて「共に学び、共に育つ町」をみんなでデザインし、表現するイベントです。
コンサート、ワークショップ、講演会、発表会、映画会、作品展示、ショップなど
様々な企画を予定しています。今回のテーマは、「逗子再発見」です。
みなさまが愛する町逗子の魅力を再発見できるようなイベントを目指します。
■応募資格：逗子トモイクフェスティバルの趣旨、企画に関する基本ルールに賛同
いただける団体・個人主催者と Email での連絡ができる団体･個人
■応募方法：申込用紙に必要事項を記入しメールか FAX で応募してください。
申込用紙は「募集要項」と共に、逗子文化プラザ市民交流センター受付に置いて
あります。メールまたは FAX での申込みができない場合は、逗子文化プラザ市民
交流センター受付へ応募用紙を封筒に入れ封をして提出してください。
■応募締切：2019 年 10 月 25 日 ( 金 )　
※企画に応募されたみなさんには、選考結果を 11 月中頃までにご連絡いたします。

2020 年 3 月 21 日 ( 土 )・22 日 ( 日 ) 開催予定　テーマは「逗子 再発見」

逗子トモイクフェスティバル企画者募集 !

せかいにひとつ 
じぶんだけのエコバッグをつくろう

講座ふりかえり

親子講座

開催日時 　2019 年 8 月 25 日（日） ①11：00 ～ 12：00　②14：00 ～ 15：00
参加者数 ①4組 7名　②3組 4名
講　師　 長峰宏治氏（CAMWACCA）
受講満足度 　 5.0 点中 4.88 点

はちみつで作られたクレヨンを使用することにより自然環境に対して興味を
持つきっかけ作りを目的とした親子で参加するワークショップを行いました。
ハチの巣の材料であるみつろうの話、みつばちの自然界においての役割など
の話を聞き、色付けした上に黒く塗りつぶした台紙を先のとがったもので削り
下の色を浮かび上がらせる「スクラッチング」を体験！その後いよいよエコ
バッグの制作に取り掛かります。親子で自由に絵を描きそれをアイロンで
定着させて仕上げていきます。子どもはもちろんおとなも夢中で取り組む
様子が楽しそう。その甲斐あってそれぞれ独特の風合いのすてきなエコバッグ
ができあがりました。アンケートの中には「日常で使用するものに今しか
描けない子供の絵を使う形で残すことができたのはよかった」などみなさん
満足された感想が多くよせられ満足度の高い講座になりました。

昨年のホールでの様子

昨年の会議室での様子



 

                         

NPOCLIP vol.48 ナルシシズムからの脱出 

仕事柄、市民活動やボランティア活動にまつわる相談を受けることが多い。といっても、20年前にできたNPO

法をきっかけに急激に増えるであろう市民の自主的な活動組織の動きができるだけスムーズに進めることので

きるように、情報を集め、過去の地域活動や社会教育活動の経験と照らし合わせ構築した、「持論」の押し付けに

なっている感は否めない。正解があるようでない世界とも感じている。 

セミナーの講師としてのお声掛けもいただき、無数にある国民の意識調査や世論調査のデータから読み取れるこ

とも伝えている。そんな中で、いつも話題にしている資料がある。「社会意識に関する世論調査（内閣府）」は 

1974年からほぼ毎年行われているもので、「日頃、社会の一員として、何か社会のために役立ちたいと思って

いますか」という問いに対する答え「思っている（Y）」と「あまり考えていない（N）」の比率である。昭和の時

代までは（Y）と（N）は交錯し、一定の法則は見受けられないが、元号が平成に代わる前後、つまりバブル崩壊

（1980年代後半）後の「失われた 10年」といわれた時代に（Y）が 50%を超え、1990年には（Y）は 60%を

一気に超えている。その後、（Y）は微増しており、70%に届こうとしたタイミングは、リーマンショック直後の

2008 年であった。経済的な価値を求めて走っては、壁にぶつかり、社会的な価値の大切さに気付く。というサ

イクルを繰り返しながら、国民性がつくられてきているように感じている。上記の調査では、ここ 10 年の傾向

として、（Y）は、徐々に微減している。やはり世の中は経済的な価値指標で動き、つまずきそうになった時、「い

やいやそれだけではなかったはず。」となるのか。だからと言って、自分以外の誰かのための行動を起こせる人、

起こす環境にある人の数はそう多くはない。「いやいやそれだけではなかったはず。」と思った人たちへ何を伝え

たらよいのか、自問自答が続く日々を過ごしている。（Te） 

 

「社会意識に関する世論調査」 
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Q：「あなたは、日頃、社会の一員として、何か社会のために役立ちたいと思って

いますか。それとも、あまりそのようなことは考えていませんか。」

（Y）思っている

63.6%

（N）あまり考え

ていない

33.6％

わからない

2.8％

（調査期間：平成 31 年 1 月 24 日～2 月 10 日）内閣府  



【編集後記】
　関東地方に甚大な被害を与えた台風 15 号。交通や電力などインフラの復旧に時間がかかり、市民の日常生活が麻痺してしまう事態となってしまいま
した。便利な生活に慣れきってしまっているとはいえ、今や電気は生活に欠かせないライフラインの一つとなっています。
自然災害はいつも人々の思惑を遥かに超えた規模でやってきて、その大きすぎる力に無力感を感じますが、そう悲観する気持ちを抑えつつ、もしもの
時に備えることから始めたいと思います。

日付 曜日 市民交流センター プール

１ 火 休館日・11月分先着予約開始

２ 水 ○

３ 木 　 ★
４ 金 ◎★
５ 土

６ 日
７ 月   ☆ *
８ 火 　　

９ 水 ☆
１０ 木

１１ 金 ◎★
１２ 土

１３ 日

１４ 月

１５ 火 休　館　日

１６ 水 10:00 〜 11:30『あそびのひろば』 ○

１７ 木 ★
１８ 金 18:30 〜『旅するように働く』 ◎★
１９ 土 11:30 〜、14:00 〜『オランダとつながるアートワークショップ』

２０ 日 12月分抽選結果発表

２１ 月  ☆ *
２２ 火   ★ *
２３ 水 ☆
２４ 木 ◇ 13時〜

２５ 金 ◎★
２６ 土

２７ 日

２８ 月  ☆ *
２９ 火   ★ *
３０ 水 ☆
３１ 木 　 ★

information

2019年 10月スケジュール

＊開館時間＊

●月〜土　９：００〜２１：００（受付は２０：00まで）

●日曜日　９：００〜１８：００（受付は１７：00まで）

＊屋内温水プール＊

●月〜土　９：００〜２０：３０（入場は２０：00まで）

●日曜日　９：００〜１８：００（入場は１７：30まで）

＊休館日＊

●毎月第１・第３火曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

　●年末・年始（１２月２９日〜翌年１月３日まで）

12
月
分
抽
選
申
込
み
受
付
期
間

当
選
確
定
期
間

access

　　　【プール】　
★☆◯＝プーチカクラブ
    　（完泳 2コース）

★＝ 13:10 〜 14:00

★ *＝ 13:10 〜 14:40

☆＝ 10:10 〜 12:00

☆ *＝ 10:30 〜 12:00

○＝ 11:10 〜 12:00

◎＝逗子市高齢介護課
     10:00 〜 11:30
    （完泳２コース）

◇＝逗子小クラブ活動
　　 15:00 〜 16:00
　   （完泳２コース）

◆＝逗子小授業
　　9:00〜 13:00
     ( 一般入場不可 )

※予定が変更となる場合もあ
りますので、ホームページ等
で最新の情報をお確かめ下さ
い。
http://www.city.zushi .
kanagawa.jp/kouryu/
（下記 QR コードからでも入
れます）

　　逗子文化プラザ
　　市民交流センター
〒249 -0006

神奈川県逗子市逗子 4-2-11

Tell：046-872-3001

Fax：046-872-3003

Email：ac-center

　　　@zushi-psc.org

　　　屋内温水プール

Tell/Fax：046-872-3004

　　　 【エコ広場】
市民交流センター１階にて
月〜金（10 〜 16 時）に開催
されています。
※市民交流センター休館日を
除く
　　　【問い合わせ】
090-9380-1422（海野）


